
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1． メインメニューの説明   

（全体インデックス） 
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1. メインメニューの説明（全体インデックス） 

メインメニューは以下のようになっています。 

ここでは、それぞれのボタンの機能が簡単にかかれていますが、詳細な説明は「参照頁」を参照し

てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．ラーメンの応力計算結果を

表示または印刷します。 

（Ｐ.５参照） 

6．現在のデータをクリアします。（Ｐ.５参照） 

7．保管されているデータを読み込みます。（Ｐ.５参照） 

8．現在のデータを保管します。（Ｐ.５参照） 

工事名、設計者名および備考が表示

されています。 

使用するフロッピーディスクド

ライブを指定します。 

3．入力データを基にラーメン

図を表示します。（Ｐ.５参照）

4．入力データを基にラーメン

の応力計算を行います。 

（Ｐ.５参照） 

 2．データの入力または訂正をします。（Ｐ.５参照） 

(1)このリストに表示されている中から目的の項目を選択し、 

(2)[入力]ボタンをクリックします 

FRAME-P を終了します。 
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2． データ作成   
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2．データ作成 

ここでは入力画面における共通の操作について説明します。基本的な入力操作を把握しておいてくだ

さい。 

 

2.1 データ作成時の共通操作 

2.1.1 データ入力方法・入力カーソルの移動 

 

 

入力画面例：「1．基本デー

 

タ」を使用

最後まで行くと最初に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 「１．基本データ」入力画面のように、バックカラーがグリーンの入力枠は、データ入力後、

<Enter>ｷｰで次の入力項目へ移動します。 

（２） <Enter>ｷｰを押し続け、最後の入力項目まで行き、そこで<Enter>ｷｰを押すと一番目の入力項

目に戻ります。 

 

 
コンボボックスにカーソル

が入ると 
 

 

 

 

 

 

 

入力枠がコンボボックスの場合、そこに<Enter>キ

ーによって入力カーソルが入ると、このように自動

的に選択項目が表示されます 

 

 

 バックカラーが白の入力枠は、自動的にカーソル

は入りません。入力する時はマウスでカーソルを

合わせた後、入力してください。 

 

 

 
入力画面例：「2．節点座標１」を使用 

 

（３） 入力枠がコンボボックスの場合、そこに<Enter>キーによって入力カーソルが入ると、自動的に

そのコンボボックスに設定されている選択項目が表示されます。 
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コンボボックス内の選択は<↑>,<↓> + <Enter>キーでできます。 

（４） コンボボックスで<Enter>キーで選択すると、次のバックカラーがグリーンの入力項目へ移動しま

す。 

（５） バックカラーが白の入力枠は、自動的にカーソルは入りません。バックカラーが白の入力枠に

データを入力する時は、マウスでカーソルを合わせた後、入力してください。 

 

 

2.1.2 入力データの並び替え 

 

 

入力画面例：「9．荷重形状」を使

 

 

 

 
 
 

用 

この 4 つのボタンで入力されて

いるデータを並び換えます。 

 
 
 
 
 
 
 

（１） 入力されているデータを並び替える時は、上手の４つのボタンで行います。 
（２） 実際にデータを並び帰る時は、並び替えたいデータをマウスでクリックし、並び替え用のボタン

をクリックします。 
（３） 並び替え用のボタンの役割は以下のとおりです。 

 
 

選択されているデータを一行前に移動させます。 

選択されているデータを先頭に移動させます。 

選択されているデータを一

 

行後ろに移動させます。 

選択されているデ

 
 

ータを最後尾に移動させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

– 5 – 
 



2.1.3 入力したデータの修正 
 
 

入力画面例：「9．荷重形状」を使用 

１. 修正したいデータ

をマウスでクリック

します。 

2. データ行を指定すると、その行のデータ

が自動的に入力枠に表示されますので、

ここで必要な個所を修正してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 修正した結果を新たなデータとして保管する時は<追加>

ボタンをクリックしてください。修正された内容が最後尾に

追加記録されます。 

3. 修正した結果を

<修正>ボタンをクリックし

 
 

もとのデータと入れ替える時は

てください。  
 
 
 

2.1.4 入力したデータの削除 
 
 

入力画面例：「9．荷重形状」を使用 

 
 

１. 削除したいデータ

をマウスでクリック

します。 

 
 
 
 
 
 
 2. データ行を指定すると、その行のデータが

自動的に入力枠に表示されますので、ここ

で削除するデータを再確認してください。 

 
 
 
 
 
 

3. 選択したデータを確認したら<削除>とボタンをクリック

してください。 
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2.1.5 入力したデータの登録 
 

データ入力後、その入力項目を終えるには、<登録>または<ｷｬﾝｾﾙ>ボタンをクリックします。 
（１） <登録>ボタンをクリックした時は、入力画面で行った入力および修正等の結果が記録され、そ

の入力項目を終えます。 
（２） <ｷｬﾝｾﾙ>ボタンをクリックした時は、入力画面で行った入力および修正等の内容は破棄され、

更新されないで、その入力項目を終えます。 
 

 

入力画面例：「1．基本データ」を使用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 <登録>ボタンをクリックすると入力枠に入

力した内容や修正した内容が記録され、

終了します。 

<ｷｬﾝｾﾙ>ボタンをクリックすると 

 

 

 

のような警告ダイアログが表示されます。 

<はい>をクリックすると入力したデータは記録されず終了します。 

<いいえ>をクリックすると<ｷｬﾝｾﾙ>による終了作業を中止し、もとの

入力画面に戻ります。 
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2.2 入力項目別の説明 

次ページ以降に FRAME-P の入力項目ごとに、入力内容を説明しますので、説明に従ってデータを作成して

ください。 

 

入力項目別目次 

項目名 入力制限 入力制限 頁 

1 基本データ 工事名，設計者，備考等タイトルデータと、節点数、

部材数荷重ケース数、共通ヤング係数、共通せん断

弾性係数を入力します。 

 

 

2 節点座標 1 比較的はり、柱が規則正しく通っている整形なラーメ

ンの節点座標値をまとめて入力する時に便利です。
 

 

3 節点座標 2 ラーメンの形状にかかわらず、1 節点ごとに座標値を

入力する時に使用します。 

「節点座標 1」で座標値が指定されていても、ここで

指定されるとその入力内容が優先されます。 

300 ライン 

 

4 支点データ 1 ある支点条件を一度にまとめて複数の節点に適用

する時に便利です。 
20 ライン 

 

5 支点データ 2 1 節点ごとに支点条件を入力する時に使用します。 

「支点データ 1」で支点条件が指定されている節点で

も、ここで指定されるとその入力内容が優先されま

す。 

60 ライン 

 

6 部材形状 1 断面形状を指定し、そのサイズを入力することで部

材を登録します。部材の断面性能は内部で自動的

に計算されます。 

99 ライン 

 

7 部材形状 2 断面性能を直接指定することで部材を登録します。 99 ライン  

8 部材配置 1 比較的はり、柱が規則正しく通っている整形なラーメ

ンに部材をまとめて配置する時に便利です。 
50 ライン 

 

9 部材配置 2 1部材ごとに端部接合条件を設定し、配置するときに

使用します。 

「部材配置 1」で部材が配置されていても、ここで指

定されるとその入力内容が優先されます。 

500 ライン 

 

10 荷重形状 荷重データを入力します。 500 ライン  

11 荷重配置 「荷重形状」で入力されている荷重を、ここで配置し

ます。 
500 ライン 
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1．基本データ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここでは工事名、解析規模等を入力します。 

項目 説明 制限 単位 

1 工事名 工事名 50 文字以内  

2 設計者 設計者名 50 文字以内  

3 備 考 備考 50 文字以内  

4 節点数 解析フレーム節点数 2～300  

5 部材数 解析フレーム部材数 1～500  

6 荷重ケース数 解析荷重ケース数 （1～16） 1～16  

7 共通ヤング係数 共通ヤング係数 E  kN/cm2 

8 共通せん断弾性係数 共通せん断弾性係数 G  kN/cm2 

 

（1）1 項は、表紙および各ページのヘッダーに印刷されます。また、データを保存する際にファイル名として使

用します。 

（2）2、3 項は表紙にのみ印刷されます。 

（3）1～3 項において、漢字文字は 1 文字を 2 文字として計算します。 

（4）入力値例 

S 造 E=21000kN/cm2 G=8100kN/cm2 

RC 造 E=2100kN/cm2 G=90 

 
 
 

– 9 – 
 



2．節点座標 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スパン長さ、階高等を入力し節点座標を自動作成します。 

比較的はり、柱が規則正しく通っている整形なラーメンの節点座標値をまとめて入力する時に便利です。 

項目 説 明  制限 単位 

1 スパン数 スパン数 1～30  

2 階数 階数 1～20  

節点座標作成方向 

入力値 方向 

1 横方向 
 2 縦方向 

 

 

 

3 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ピッチ 節点番号を付ける際の増分   

5 スパン長さ スパン長さ  m 

6 階高 階高さ  m 

 

（1）1～4 項の内いずれかにおいて、「0」を入力すると本項は無視されます。 

（2）「3.節点座標 2」と本項でのデータが二重指定された場合は、「3.節点座標 2」でのデータが優先されます。 

（3）データの入力後 f・10〔終了〕を押すと、ディスプレイにラーメン図が表示されますので確認し、いずれかのキ

ーを押してください。 

（4）3、4 項について下記に示します。 

スパン数=3、階数=2 の場合、 

横方向  ピッチ=1 の場合 横方向  ピッチ=5 の場合 

 

 

 

 

 

 

 
1 2 3 4 

5 6 7 8 

9 10 11 12 

ピッチ=1 

1 2 3 4 

9 10 11 12 

17 18 19 20 

ピッチ=5 

 

 横方向 
横方向 
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縦方向  ピッチ=1 の場合 縦方向  ピッチ=4 の場合 

 

15 21 

14 20 

19 13 1 7 

2 8 

3 9 

ピッチ=4  

 

 

 

 

 

 

縦方向 

1 4 7 10 

2 5 8 11 

3 6 9 

ピッチ=1 

12 

縦方向 

 

図 5.3 節点番号 
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3．節点座標 2 （300 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
節点座標を直接入力します。 

ラーメンの形状にかかわらず、1 節点ごとに座標値を入力する時に使用します。 

300 ラインまで入力することができます。 

項目 説 明 制限 単位 

1 節点番号 節点番号   

2 X 座標 X 座標  m 

3 Y 座標 Y 座標  m 

 

（1）1 項が、「0」となっているライン以降のデータは全て無視されます。 

（2）「2.節点座標 1」と本項でのデータで二重指定した場合は、本項でのデータが優先されます。 
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4．支点データ 1 （20 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

節点の拘束状態を入力します。 

ある支点条件を一度にまとめて複数の節点に適用する時に便利です。 

20 ラインまで入力することができます。 

項 目 説  明 単位 

 

入力値 内  容 

0 自由 

1 拘束 

1 X（水平） 水平方向拘束状態 

その他 

（バネ定数） 

半拘束 

（バネ支点） 

 Ｙ（鉛直） 鉛直方向拘束状態 

ｋN 

(バネ支点の場合)

 

3 Z（回転） 回転方向拘束状態 

 

ｋN・m/rad 

(バネ支点の場合)

4 1 対象節点番号 1  

5 2 対象節点番号 2  

6 3 対象節点番号 3  

7 4 対象節点番号 4  

8 5 対象節点番号 5  

9 6 対象節点番号 6  

10 7 対象節点番号 7  

11 8 対象節点番号 8  

12 9 対象節点番号 9  

13 10 対象節点番号 10  

 

（1） 1～3 項が全て「0」となっているライン以降のデータは、全て無視されます。 

（３） 4～13 項は、1～3 項で設定されている支点条件を適用する節点を指定します。一度に 10 節点まで指定

できます。 
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（４） 4 項で「0」が入力された以降の節点番号は無視されます。 

 

 

 

 

 

 
X=1  Y=1  M=1 X=1  Y=1  M=0 X=0  Y=1  M=0 

 

図 5.4 支点 
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5．支点データ 2 （60 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここでは支点条件を 1 節点ごとに指定します。 

ここで指定された節点が「4．支点データ 1」で指定されている節点と重なっている場合は、ここでの入力内容が

優先します。60 ラインまで入力することができます。 

項 目 説  明 単位 

1 節点番号 支点とする節点番号  

 

入力値 内  容 

0 自由 

1 拘束 

その他 

（バネ定数） 

半拘束 

（バネ支点） 

2 X（水平） 水平方向拘束状態 

3 Y（鉛直） 鉛直方向拘束状態 

ｋN 

(バネ支点の場合)

 

 

 

 

 

 

 

4 Z（回転） 回転方向拘束状態 

 

ｋN・m/rad 

(バネ支点の場合)

 

（1）1 項が「0」となっているライン以降のデータは、全て無視されます。 

 

 

 

 

 

 X=1  Y=1  M=1 X=1  Y=1  M=0 X=0  Y=1  M=0 

 

図 5.4 支点 
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6．部材形状 1 （99 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断面形状を入力し、内部処理により断面性能を計算します。 

断面形状を指定し、そのサイズを入力することで部材を登録します。部材の断面性能は内部で自動的に計算

されます。 

99 ラインまで入力することができます。 

項目 説  明 省略時解釈 単位 

1 TYP 部材形状タイプ（図 5.5 参照）   

2 P1 

3 P2 

4 P3 

5 P4 

6 P5 

 

 

部材各部寸法（図 5.5 参照） 

 mm 

7 As せん断変形用断面積 下記（2）参照 cm2 

8 φ 断面二次モーメント増大率   

9 β せん断剛性低下率 1.0  

10 κ せん断形状係数   

11 E ヤング係数 下記（5）参照 kN/cm2 

12 G せん断弾性係数 下記（5）参照 kN/cm2 

 

（1）1～3 項が全て「0」となっているデータ以降のデータは、全て無効とされます。 

（2）7 項が「0」の場合は、断面寸法から算出された断面積（An）となります。 

（４） 8 項は断面寸法により求まった断面二次モーメントに、かける値とします。 

（５） 10 項が「0」の場合は、せん断変形を無視して解析します。 
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（６） 11、12 項が「0」の場合は、「1.基本データ」で入力した共通ヤング係数または、せん断弾性係数となりま

す。 

 

P2

P1

P3

P4

P5

P1

P2

P3 , P4 , P5 = 0

P1

P2

P3

P4
P5

 

 

 

 

    

 TYP=1 TYP=２ TYP=３ 

 

P2

P1
P3

P2

P1

P4

P5 = 0（コーナーにRが無い

 

P3 , P4 , P5 = 0

 

 

  

  場合は、P4 = 0）

 TYP=４ TYP=５ 

図 5.5 部材形状 
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7．部材形状 2 （99 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断面性能を直接入力します。99 ラインまで入力することができます。 

項 目 説   明 省略時解釈 単位 

1 An 軸方向変形用断面積   cm2 

2 As せん断変形用断面積   An cm2 

3 I 断面二次モーメント   

4 β せん断剛性低下率   1.0  

5 κ せん断形状係数  下記（2 参照）  

6 E ヤング係数   下記（3 参照） ｋN/cm2 

7 G せん断弾性係数   下記（3 参照） ｋN/cm2 

 

（1）1 項が「0」となっているライン以降のデータは、全て無視されます。 

（2）5 項が「0」の場合は、せん断変形を無視して解析します。 

（3）6、7 項が「0」の場合は、「1.基本データ」で入力した共通ヤング係数または、せん断弾性係数となります。 
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8．部材配置 1 （50 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部材を一括配置します。50 ラインまで入力することができます。 

 項  目 説  明 単位 

1 形状 部材形状番号   

 

入力値 内  容 

0 自由 

2 

 

I 状態 

 

I 端接合状態 

 

1 拘束 

その他 

（バネ定数） 

半拘束 

（バネ端） 

3 J 状態 J 端接合状態 

 

 

 

ｋN・m/rad 

 (バネ端の場合)

4 I 長 I 端剛域長さ ｍ 

5 J 長 J 端剛域長さ ｍ 

6 M 番号 基本となる部材番号  

7 M SP1 部材番号増分 1  

8 Rep 1 繰り返し回数 1  

9 I 番号 基本となる I 端節点番号  

10 J 番号 基本となる J 端節点番号  

11 I SP1 節点番号増分 1  

12 M SP1 部材番号増分 2  

13 I SP2 節点番号増分 2  

14 Rep 1 繰り返し回数 2  

 

（1）1 項が「0」となっているライン以降のデータは、全て無視されます。 

（2）1 項は、「5. 部材形状 1」または「6. 部材形状 2」での No.を指定します（「5. 部材形状 1」1～99、「6. 部材

形状 2」101～199）。 
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（3）6～14 項については、下記に示します。 

 

 

② ⑪ 

③ ⑫ ⑮ 

22 21 20 19 18 

17 16 15 14 13 

12 11 10 ⑨ 9 ⑥ 

8 7 6 ⑧ 5 ⑤ 

1 2 3 4 ⑬ ⑩ ⑦ ④ ① 数 字 ：部材番号

○数字 ：節点番号 

 

 

 
⑭ 

 

 

 

 

 

 

例 1 ： １層内のはり配置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 

5 6 7 8 

9 10 11 12 

13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 

⑮ ⑫ ⑨ ⑥ ③ 

⑭ ⑪ ⑧ ⑤ ② 

⑬ ⑩ ⑦ ④ ① 

この    部分の     はり ( 1～4 ) の配置を例にとると、 

M 番号 M SP1 Rep1 I 番号 J 番号 I SP1 M SP2 I SP2 Rep2 

1 1 4 1 4 3 0 0 0 

となります。 

M 番号で指定されている基本部材番号を基に、M SP1 で指定されている増分値に従って、横方向繰り返し部材

を配置する回数。 

この例では、部材番号は 1 から始まり、増分値を 1 として、１，2，3，4 と 4 回部材配置を繰り返します。また、同時

に節点番号も I 番号，J 番号，I SP1 での入力値に従って自動的に振付けられます． 

横方向への部材番号増分 

横方向への節点番号増分 
基本となる部材番号
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2 ： 複数階にわたるはりの配置例 

 

1 2 3 4 

5 6 7 8 

9 10 11 12 

13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 

⑮ ⑫ ⑨ ⑥ ③ 

⑭ ⑪ ⑧ ⑤ ② 

⑬ ⑩ ⑦ ④ ① 

この部分のはり(1～4)の配置を例にとると、 

M 番号 M SP1 Rep1 I 番号 J 番号 I SP1 M SP2 I SP2 Rep2 

5 1 4 2 5 3 4 1 2 

となります。 

縦方向への節点番号増分 縦方向への部材番号増分 

例１での説明のように、Rep1 回だけ横方向に繰り返し配置処理を、縦方向に繰り返し部材配置をする回数。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 3 ： 柱の配置例 

1 2 3 4 

5 6 7 8 

9 10 11 12 

13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 

⑮ ⑫ ⑨ ⑥ ③ 

⑭ ⑪ ⑧ ⑤ ② 

⑬ ⑩ ⑦ ④ ① 

13 5 2 1 2 1 1 3 5 

となります。 

M 番号 

J 番号 

I 番号 

M 番号 M SP1 Rep1 I 番号 J 番号 I SP1 M SP2 I SP2 Rep2 

この部分のはり(1～4)の配置を例にとると、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6 部材配置 1 

 

（4）「8. 部材配置 2」と本項で二重指定された場合は、「8. 部材配置 2」のデータが優先されます。 

（5）9、10 項において J 番号と I 番号との差は 20 以下とします。（I 番号＜J 番号） 
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9．部材配置 2 （500 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部材を個別配置します。500 ラインまで入力することができます。 

項 目 説  明 単 位 

1 部材番号 部材番号  

2 節点番号 I I 端節点番号  

3 節点番号 J J 端節点番号  

4 形状番号 部材形状番号  

 

 

入力値 内  容 

0 ピン接合 

5 

 

接合状態 I 

 

 

 

 

I 端接合状態 

 

 

 

 1 剛接合  

その他 半剛接合（バネ定数）6 接合状態 J J 端接合状態 

 

ｋN・m/rad 

（バネ端の場合） 

 

 

7 剛域長さ I I 端剛域長さ m 

8 剛域長さ J J 端剛域長さ m 

 

（1）1 項が「0」となっているライン以降のデータは、全て無視されます。 

（2）2、3 項において節点番号 I と節点番号 J との差は 20 以下とします。 

（3）4 項は「5. 部材形状 1」または「6. 部材形状 2」での No.を指定します。 

（「5. 部材形状 1」1～99、「6. 部材形状 2」101～199） 

（4）「7. 部材配置 1」と本項で二重指定された場合は、本項のデータが優先されます。 
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10．荷重形状 （500 ライン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
荷重形状を入力します。500 ラインまで入力することができます。 

項 目 説   明 単位 

1 TYP 荷重タイプ番号  

2 ケース 荷重ケース番号  

荷重の座標系 

入力値 内  容 

0 部材座標系 

1 Y 方向絶対座標系 
 2 X 方向絶対座標系  

 

 

 

 

3  

系 

 

 

 

 

 

4 P1 

5 P2 

6 P3 

7 P4 

8 P5 

9 P6 

10 P7 

 

 

 

各パラメータ（(4)、(5)参照） 

 

（1）1 項が「0」となっているライン以降のデータは、全て無視されます。 

（2）1 項が「1」のとき 3 項は「1」とし、1 項が「2」のとき 3 項は「0」とします。 

（3）剛域がある部材にかかる荷重は、剛域の内法長さで処理します。 

 

この部分の荷重が有効となる。

内法長さ 剛域

剛域上の荷重（白い部分）は無視される。
 

 

 

 

 

 図 5.7 剛域がある部材の荷重処理 
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（4）3 項により荷重（距離）の取り扱いが異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.8 系による荷重および長さの取り扱い 

 

 

（5）1 項の TYP による 4～10 項の入力内容について下記に示します。 

j 

i 

0：部材系が指定された場合の荷

重および長さの取り扱い方 

1：Y 絶対系が指定された場合の

荷重および長さの取り扱い方 

i 

j 

i 

j 

2：X 絶対系が指定された場合の

荷重および長さの取り扱い方 

TYP：2 

 

 

 

 

 

 

P1 ,P2, P4,P5=kN  P3 ,P6, P7 = kN･m 

P2 

P1 P4 

P5 

P3 

P6 

P6 

TYP：1 

TYP：4（14） 

 

 

 

 

 

 

P1 =kN/m P2～P4 =m P5～P7=0 

P2 

P1 

P4 P3 

TYP：3 

 

 

 

 

 

 

P1 =kN/m P2～P7=0 

P1 

 

 

 

 

 

 

P1 ,P2 =kN  P3 = kN･m  

P2 

P4 ～P7 =0 

P1 
P3 
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P1,P2 =kN/m P3,P4 =m P5～P7=0 

P2 

P1 

P4 P3 

TYP：5（15） 

P2 P1 

P4 P5 P3 P6 

P1,P2 =kN/m P3～P6 =m P7=0 

 

 

 

 

 

 

TYP：6（16）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P1～P3 =kN P4～P6 =m P7=0 

P2 

P4 

P1 

P5 

P3 

P6 
 

 

 

 

 

 

TYP：7（17） 

P1 

P1 =kN P2 =P1 の本数  P3～P7=0 

 

 

 

 

 

 

TYP：8（18）  
 
 
 
 
 
 
 

 

 
TYP：10（20） 

 

 
P3 

 

 

 

 

P1=kN/m2  P2=本数 P3=kN/m P4～P7=m 

P7 

P4 

P1 

P5 P6 

P1～P3=kN･m P4～P6 = m  P7=0 

P2 P1 

P4 P6 

P3 

P5 

 

 

 

 

 

 

TYP：9（19） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ （）内タイプを指定した場合は、長さに関する入力値は「部材長さを1 とした時の割合」として処理されま

す。 
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11．荷重配置 （500 ライン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「9.荷重形状」で入力した荷重を節点または部材に配置します。500 ラインまで入力することができます。 

項 目 説  明 

1 荷重番号 荷重形状番号 

2 節点番号または部材番号 節点または部材番号 

 

（1） 1 項が「0」となっているライン以降のデータは、全て無視されます。 

（2） 2 項は、10 節点または 10 部材までは一度に指定できます。2 項で「0」が入力された以降の、節点または

部材番号は無視されます。 

（７） 2 項は、「9.荷重形状」で入力した TYP が「1」の場合は節点番号とし、その他の場合は部材番号としま

す。 
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3． ラーメン図の表示   
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3．ラーメン図の表示 

 

このボタンをクリックし、

ラーメン図を表示します

ラーメン図を表示するときは、

<ラーメン図表示>ボタンをクリッ

クします。 

すると入力データを基にラー

メン図が表示されます。（下記

画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示エリア内でのマウス操作で、直接表示

サイズの操作をすることが出来ます。（「2.3

表示サイズの操作」参照（Ｐ.25） ） 

 表示する時の縮尺や、頁内での表示位置を操作します。

（「2.2 表示縮尺・位置の操作」参照（Ｐ.25） ） 

表示頁の操作をします。 

（「2.1 表示頁の操作」参照（Ｐ.25） ） 

表示サイズの操作をします。 

（「2.3 表示サイズの操作」参照（Ｐ.25） ） 

表示画面を閉じて「メインメニュ

ー」画面にもどります。 

表示内容を印刷します。 

（「2.4 ラーメン図の印刷」参照（Ｐ.25） ） 
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3.1 表示頁の操作 

 

表示する頁の操作は下図の操作ボタンで行います。 

操作ボタンの内容は以下のとおりです。 

 

 
ラーメン図を表示するために必要な頁数。

（Ａ4 縦が基準となっています） 

現在表示されている頁数。 

ラーメン図の最初の頁を表示します。

現在表示されているラーメン図の

1 頁前の頁を表示します。 

ここで表示したいページ番号を入力し、<表示>ボタンをクリックする

直接その頁を表示させることが出来ます。 

 

 

と、

ラーメン 図の最後の頁を表示します。

現在表示されているラ

1 頁後の頁を表示

 

 ーメン図の

します。  
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3.2 表示縮尺・位置の操作 

 

 
<表示位置調整>ボタンをクリックすると、画面は表示位置調整用の画

面に変わります。 

下図で空色の部分はＡ４サイズの用紙の大きさを示しています。 

 

 

  

現在、表示（印刷）のために使用されている頁数を示しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表示する時の縮尺や、頁内での表示位置を操作します。
本来の表示画面に戻ります。 

（「3.2.4 表示画面に戻る」参照（Ｐ.25） ）
（「3.2.1 表示図の拡大・縮尺」参照（Ｐ.25） ）  

 

 表示する位置を操作します。 

（「3.2.2 表示位置の調整」参照（Ｐ.25） ）

画面への表示倍率を調整します。 

（「3.2.3 表示倍率を調整」参照（Ｐ.25） ）   
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3.2.1 表示図の拡大・縮尺 

 

表示縮尺率を大きくし、今より大きくフレー

ム図を描くようになります。 

表示縮尺率を小さ

ム図を描くようになり

 くし、今より小さくフレー

ます。 

表示縮尺率を直接指定するときは、ここにそ

<入力>ボタンをクリックします。 

 

 

 

の縮尺率を入力し

<一定倍率>ボタンをクリックすると、<拡大>，

<縮小>，<入力>で設定された縮尺率を、ここ

で設定しているラーメン図だけでなく、応力図

や変異図を表示する時にも使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：  図○○○ から<縮小>ボタンを 2～3 回クリックすると表示縮尺率は小さくなり、下図のように

フレームが 1 頁内に表示されるようになります。 
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3.2.2 表示位置の調整 

 

 
図の表示位置を今より上へずらします。 

図の表示位置を今より下へずらします。

 

 

 

 

図の表示位置を今より右へずらします。 

図の表示位置を今より左へずらします。 

図の表示位置を使用している用紙のセ

ンターに移動させます。 

ここで、上下左右への移動ボタ

ンがクリックされたとき、1 クリック

で移動する量を指定します。  

 

 

 

 

 

 

例：  移動量が 10ｍｍで、右方向へ一回、下方向へ一回クリックするとした図のようになります。 
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3.2.3 表示倍率を調整 

 
表示枠内に１頁全体を表示します。 

 

 

 

 
現在表示している図を、より大き

く拡大して表示します。 

現在表示している図を、より小さ

く縮小して表示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<全体表示>ボタンが

クリックされたとき 

<拡大>ボタン

クされたとき 

がクリッ

– 33 – 
 



3.2.4 表示画面に戻る 

 

表示サイズ、位置の調整ができましたら<戻る>ボタンをクリックし、ラーメン図の表示画面に戻ります。 

また、<戻る>ボタンをクリックする前に<一定倍率>ボタンをクリックすると、ここで設定した縮尺率や表示

位置の指定が応力図、変位図を表示･印刷する時にも適用されます。（応力図、変位図を表示･印刷する

画面でもこれら縮尺率や表示位置の設定は出来ます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
<一定倍率>ボタンをクリックすると、ここで設定した縮尺率や表示

位置の指定が応力図、変位図を表示･印刷する時にも適用されま

す。（応力図、変位図を表示･印刷する画面でもこれら縮尺率や

表示位置の設定は出来ます） 

 <戻る>ボタンをクリックし、ラーメン図の

表示･印刷画面に戻ります  
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3.3 表示サイズの操作 

 

 現在表示している図を、より大き

く拡大して表示します。 

現在表示している図を、より小さ

く縮小して表示します。  

 
表示枠内に１頁全体を表示し

ます。 

 

 

 

表示サイズを基準サイズに戻します。 

基準サイズは、A4 横幅を表示枠の幅に合わせて表示するサイズです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 <全体表示>ボタンをクリック

<基準表示> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本例では基準表示状態から 2 回クリックしている） 

<拡大>ボタンをクリック 

<基準表示> 

<縮小>ボタンをクリック 

（本例では基準表示状態から 2 回クリックしている） 

<基準表示> 
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3.4 印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<印刷>ボタンをクリックすると、印刷設定画面が表示され、

印刷に関する設定ができるようになります。 

印刷を中止します。 印刷を開始します。 印刷部数を設定します。 

印刷範囲で指定された頁を印刷するとき、「最初

のページ番号を何頁と印刷するか」をここで指定

します。ただし、ここで指定された開始頁番号

は、表紙には適用されません。 

なお、表紙の頁番号は 0 頁として指

定します（下記注意を参照）。 

印刷範囲をここで指定します。指定は頁数で行

います。 

プリンタは直接接続されたプリンタ、共有プリンタ、LAN 上に

接続されているプリンタの何れでもかまいません。 

プリンタが複数接続されている時に、ここで印刷するプリンタ

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ラーメン図表示＞からの印刷 表紙は印刷されません 

「結果の表示･印刷」からの印刷のうち、「応力の組み合わせ」の 表紙は印刷されません。 

「結果の表示･印刷」からの印刷のうち、「荷重ケース毎の応力計算結果」の印刷 表紙を印刷できます。 

印刷時に、表紙の頁番号は 0 頁として指定します。ただし、 

注意 
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3.5 閉じる 

 

終了すると、メインメニュー画面に戻ります・ 

<閉じる>ボタンをクリックし、「ラーメン図表示」を終了します。
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4． 計算   
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4. 計算 

(1) 「２．データ作成」でデータを作成したら、<計算>ボタンをクリックし計算を開始します。 

 

<計算>ボタンをク

 

 

 

 

 

 

 リックし計算を開始します。 

 

 

 

 (2) 計算中は、インジケータが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 計算が終了すると、終了ダイアログが表示されますので、<ＯＫ>ボタンをクリックして終了してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 <OK>ボタンをクリックし、メインメニューに戻る。 
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5． 結果の表示・印刷   
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5．結果の表示・印刷 

 

応力計算結果の表示・印刷を

するときは、<結果の表示・印刷

>ボタンをクリックします。 

すると計算結果が表示されま

す。（下記画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示サイズの操作をします。 

（内容は「3.3 表示サイズの操作」と同

じなのでそちらを参照してください。

参照（Ｐ.25） ） 

「結果の表示・印刷」画面を閉じて

「メインメニュー」画面にもどります。 

（内容は「3.2 表示位置調整」と同じなのでそちらを参照して

ください。参照（Ｐ.25） ） 

表示する時の縮尺や、頁内での表示位置を操作します。 

全荷重ケースに対し、計算結果の表示方法、また荷重ケー

スの組み合わせを入力し、その合成結果を表示させること

が出来ます。（「5.1 表示内容指定」参照（Ｐ.25） ） 

 

（内容は「3.4 印刷」と同じなのでそち

らを参照してください。参照（Ｐ.25） ） 

表示内容を印刷します。 

（内容は「3.1 表示頁の操作」と同じ

なのでそちらを参照してください。

参照（Ｐ.25） ） 

表示頁の操作をします。 

このボタンをクリックし、結

果の表示・印刷をします。
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5.1 表示内容指定 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<表示内容指定>ボタンをクリックし、表示に

関する設定をしてください。 

<ｷｬﾝｾﾙ>ボタンで、「結果の表

示・印刷」画面に戻ります。この

時、ここで指定された内容は失

われます。 

（「5.1.4 図の選択」参照（Ｐ.25） ） 

計算結果のレポートに添付する変位図また

は応力図の指定等を行います。 

<表示>ボタンで、「結果の表示・印刷」画面に戻り、ここで指定さ

れた内容に従ってレポートが表示されます。 

計算の結果、得られた荷重ケースごとの応力を組み合わせた結果のレポートを作成す

るとき、ここでその条件を指定します。（「5.1.3 ケース毎の倍率の設定」参照（Ｐ.25） ） 

 
レポート内容として、

いずれかを選択しま

す。（「5.1.1 レポート

内 容 の 選 択 」 参 照

計算結果のレポート作成時の書式について指定します。

（「5.1.2 出力形式の指定」参照（Ｐ.25） ） 
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5.1.1 レポート内容の選択 

 

 

 

この二つは対になっていて、どちらか

一方しか選択できない。 

 

 

 

 

 

 

レポート内容として、「荷重ケース毎の応力計算結果」と「応力の組み合わせ」結果の 2 種類のレポー

トが作成できます。 

① 「荷重ケース毎の応力計算結果」は、入力されている荷重ケース毎の計算結果のレポートを作成

します。 

② 「応力の組み合わせ」は、入力されている荷重ケース毎の計算結果をもとに、それらケースごとに

応力の倍率を加えて組み合わせた、応力の合成結果のレポートを作成します。 

 

「ＦＲＡＭＥ－Ｐ」では、これら二種類のレポートを一度に作成することはできません。 

そのため、作成する時はどちらか一方ずつ作成するようになります。 

 

「荷重ケース毎の応力計算結果」を選択された場合は、「5.1.2 出力形式の指定」を参照してくださ

い。 

「応力の組み合わせ」を選択された場合は、「5.1.2 出力形式の指定」を参照してください。 
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5.1.2 出力形式の指定 
 

 

 

 

 

ここでは計算結果のレポート作成時の書式について指定します。 

「ＦＲＡＭＥ-Ｐ」でのレポート形式は二種類あります。 

 

（１） 「荷重ケース別に表示」を指定すると、 

荷重ケースごとに 

① 各部材の等価節点荷重値（部材中間荷重がある場合）、 

② 各接点の変位量、 

③ 各部材の応力 

が印刷される書式です。これは荷重ケース数だけ繰り返されます。 

（出力例 1：荷重ケース別の出力例参照） 

 

（２） 「節点、部材毎に表示」を指定すると、 

① 等価節点荷重値（部材中間荷重がある場合）は、 

各部材毎に、全荷重ケース毎について、 

② 各節点の変位量は、 

各節点毎に、全荷重ケース毎について、 

③ 各部材の応力は、 

各部材毎に、全荷重ケース毎について 

印刷されます。 

（出力例 2：節点、部材毎の出力例参照） 
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5.1.3 応力の組み合わせ 
 

「応力の組み合わせ」をクリックすると、「ケース毎の倍

率の設定」を入力するエリアがアクティブになります。 

 

応力の組み合わせは、この状態で入力します。 

 

 

 

 

ここでは、荷重ケース１の 1 倍と、荷重ケース 2 の 1 倍を組み合わせた組み合わせ応力のレポート

を作成してみることにします。 

 

① まず、荷重ケース 1 の倍率を入力するため、荷重ケース

の 1 をマウスでクリックします。 

 

 

 

 

② 荷重ケースを指定

したら、その荷重の

倍率１を入力しま す。 

荷重ケースＮｏを確認し、 

倍率を入力します。 

 

 

 

 

 

 

③ 次は、荷重ケース2の倍率を入力するため、荷重ケースの

2 をマウスでクリックします。 

 

 

 

④  荷重ケースを指定した

ら、その荷重の倍率１

を入力します。 

荷重ケースＮｏを確認し、 

倍率を入力します。 

荷重ケースＮｏ ２をクリックし、 
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⑤ 荷重ケースの倍率の設定が終わると、有効とする倍率指定

に対して、その頭にあるチェックボックスにチェックを入れま

す。 

チェックされていない倍率指定行のデータは組み合わせ対

象からはずされます。 

この例では、荷重ケース１の 1 倍と、荷重ケース 2 の 1 倍を

組み合わせた組み合わせ応力を求めることが目的なので、

一行目と二行目にチェックを入れます。 

 

 
チェックボックスにチェックを入れます（チェックの入っていないデ

ータは、倍率が入力されていても無効です）。 
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5.1.4 図の選択 

 

 

 表示したい図にチェック

を入れる 表示する時のベクトル量を指定

します。 
 

 

 

 

ここで計算結果のレポートに図を付けるかどうかを指定します。 

変位図をつけたい場合は変位図にチェックを入れ、応力図をつけたい場合は応力図にチェックを

入れます。 

変位図、応力図のどちらにもチェックを入れなければ、計算結果のレポートは数値データのみとな

り、図は表示されません。 

この例では、応力図にのみチェックが入っているので、計算結果のレポートに応力図が含まれま

す。 

 

表示倍率は、変位図やモーメント図を描く際に、そのベクトル量を何倍して描くかを指定します。 

初期値は 1.000 となっていますが、そのデータに合わせて調整してください。一般には 0.1 倍くらい

が適当と思われるケースが多いようです。 

 

なお、ここで指定した変位図や応力図の表示を見て、用紙の大きさとの関係で、拡大したり、縮小

したり、また位置を左右上下に調整する作業は、「3.2 表示位置調整」と同じなのでそちらを参照して

ください。（ 参照（Ｐ.30） ） 
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6．現在のデータクリア 

 

このボタンをクリックすると現在の

データがクリアされます。 

(1) 現在入力されているデー

タ内容をクリアするときは、

<クリア>ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) するとデータクリアに対

する警告ダイアログが表

示されます。 

ここで、データをクリアす

るときは<はい>を、中止

するときは<いいえ>をクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

(3) データがクリア

されると、右図

のように工事名

等がアスタリス

ク表示になりま

す。 

 

 

データがクリアされると、このように

アスタリスクが表示されます。 
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7．データの読み込み 

 

(1) データの読み込みは、

<読み込み>ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 読み込みボタンをクリックす

ると、現在データが入力され

ている場合は、新しいデー

タを読み込む前に現在のデ

ータを保管するかどうか指

定するダイアログが表示さ

れます。 

 

新しいデータを読み込む前

に、現在のデータを保管す

る場合は<はい>を、保管し

ない場合は<いいえ>をクリッ

クしてください。 

 

ここで<はい>をクリックした場合は、「7.1 データの保管処理」の説明へ移ってください。 

ここで<いいえ>をクリックした場合は、「7.1 データの保管処理」をとばし、「7.2 データの読み込み処

理」の説明へ移ってください。 

新しいデータを読み込む時は<読み

込み>ボタンをクリックします。 

<はい>をクリックした場合は、「7.1

データの保管」の説明へ移ってくだ

さい。 

<いいえ>をクリックした場合は、「7.1 データ

の保管」をとばし、「7.2 データの読み込み」

の説明へ移ってください。 
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7.1 データの保管処理 

 

 

 

 

 

 

新しいデータの読み込み前の確認ダイアログで、<はい>がクリックされた場合、現データの保管処理

に入ります。 

 

 

 

<はい>がクリックされると、すぐに現データ

の保管画面が表示されますので、ここで

「保管する場所」やファイル名を指定し、<

保存>ボタンをクリックしてください。 

 

なお、ファイル名のディフォルト値は工事

名で入力されている内容となります。 

 

 

 
 
 
<保存>ボタンがクリックされ、データの保管処理が終わると、次はデータの読

み込み処理になります。 

データの読み込み処理は、次項「7.2 データの読み込み処理」を参照してく

ださい。 

 

 

 

①保管する場所(ホルダ)を指定または確認します。 ファイルの保管画面。 

②保存するファイル名を指定または確認します。 ③<保存>ボタンをクリックし

て、現データを保管しま

す。 

（ディフォルト値は工事名で入力されている内

容となっています） 

④現データの保管を中止

する時は、<ｷｬﾝｾﾙ>ボ

タンをクリックしてくださ

い。 
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7.2 データの読み込み処理 

 

 

 

 

 

 

新しいデータの読み込み前の確認ダイアログで、<いいえ>がクリックされた場合、新しいデータの読み

込み処理に入ります。 

また、新しいデータの読み込み前の確認ダイアログで<はい>がクリックされ、「7.1 データの保管」処理

を終えたかもしくは<ｷｬﾝｾﾙ>された場合もここでの「データの読み込み処理」となります。 

 

 

 

データを開く画面が表示されますので、

ここで「ファイルの場所」やファイル名を

指定し、<開く>ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
<開く>ボタンがクリックされ、

データの読み込みが終わる

と、メインメニュー画面に戻り、

今読み込んだデータが工事

名等で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルを開く（読み込む）画面。 ①読み込む場所(ホルダ)を指定または確認します。 

②読み込むファイル名を選択します。 
③<開く>ボタンをクリックし、

データを読み込みます。 
 選択した内容は、ここに表示されます。 

④データの読み込みを中止する

時は、<ｷｬﾝｾﾙ>ボタンをクリッ

クしてください。 

新しく読み込まれたデータの

工事名が表示されています。 
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8．データの保管 

データを保管するときは<保管>ボタ

ンをクリックします。 

 

(1) データを保管するとき

は、<保管>ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管ボタンをクリックした後は、「7． データの読み込み」の中の「7.1 データの保管処理」（参照（Ｐ.52））

と同じなので、そちらを参照してください。 
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